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【足場安全対策検討委員会モデル工事アンケート結果】

国土交通省等により重点対策が検討されている工事三大事故の内、“足場からの墜落事故”

については足場組立・解体作業時に手すりが設置できる が検討されていま“手すり先行足場”

すが、この度、国土交通省と農林水産省で設置されている の第３回会『足場安全対策委員会』

合が３月１日に開催され、試行されているモデル工事のアンケート結果が報告されました。

「組み立て作業が安心してできた」 「手すり先行足場という意見が約７割を占めた一方で、

と指摘する意見もは部材が多いため、作業手順が増え、運搬量が多く、保管時にもかさばる」

多く出されています。これらの意見を踏まえ、改良していきながら、平成１４年度の発注工事

でもモデル工事を実施する事となりました。

過去最悪の状況に!!

事故発生件数が１３５件に!!
～事故による死亡者数も１５人に

平成 年度直轄請負工事の事故発生件数は２月末現在13

で 件（速報値）となり、過去最悪だった平成 年度135 11

同時期の 件を大きく超えました。また、２月には死124

亡事故が２件発生しており、現在、事故による死者数は

人（工事関係者９人、第三者６人）となり、これまで15

の記録を となっています。大きく上回る最悪の状況

近畿地方整備局では、平成 年度第２次補正予算等で管理用光ファイバーの整備13

が今後行われる事となりますが、交通規制を伴う情報管路等の設置工事では、一般

車運転手の不注意により規制区域内に進入し、保安施設の損壊や作業員・交通整理

員が被災する など一般交通が関与する事故が予想されます。また、“ ”もらい事故

今月は工期の迫る年度末であり、『建設業労働災害防止協会』では年度末恒例とな

“ ”っている“ ”を実施し年度末労働災害防止強調月間（ ～ ）3/1 31 労働災害事故

の防止を呼びかけています。

各工事現場において、 以外にも、工事関係者が第三者に被“ ”“ ”もらい事故 労働災害事故

害をおよぼす が発生しないように残る１ヶ月間は安全点検の強化や啓蒙活動“ ”公衆災害事故

を徹底するなど、より一層の安全対策を図る事が望まれます。

【平成１３年度の事故形態の傾向】

平成１４年 月末現在の発生事故では、第三者に被害を与えた が６２件(全２ “ ”公衆災害事故

体の約 )を占め、工事関係者が作業現場等で被災した が３７件、第三者に46% “ ”労働災害事故

より工事関係者が被害を受けた が３６件(同約 )となった。“ ”もらい事故 27%

【公衆災害事故における主な事故形態】

重機等による架空物件との接触 ７件

事故原因が工事関係車両 ７件

工事施工中に構造物・施設等の損壊 ７件

予告看板・保安施設等の不備 ７件

不適切な交通誘導での事故 ６件

残土等の運搬時における交通事故 ５件

【労働災害事故における主な事故形態】

建設機械等と作業員の接触 ９件

作業員の墜落・滑落・落下 ８件

作業員の転倒 ３件

防火対策の不備による火災 ３件

、 のほか、重機・運搬車など建設機械等が関わる事故“ ” “ ”公衆災害事故 労働災害事故

が多発していますので、これらの操作や運転に関わる全作業員に対して、安全運転の再確認

やＫＹ活動を通じ同種事故の再発防止に向けて、さらなる安全対策の強化が望まれます。
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★公衆災害事故の特徴

○建設機械等（クレーン、バックホウ等）が稼働時に地下埋設

物件や架空物件等と接触・損傷させた事故が昨年度に続い

て多発している。

○工事関係車両等（運搬車を除く作業車）が運搬中に交通事故

に関わった事故が多く発生している。

★労働災害事故の特徴

○建設機械等（クレーン、バックホウ、他の作業車等）が稼働

した際に、作業員等と接触した事故が多数発生している。

○作業員が現場作業中で墜落又は滑落した事故が多く発生して

いる。



（平成１４年２月２８日現在）２月の事故速報 発生件数 ２６件（死亡事故 ２件）
発生日時 発生場所 事 故 の 状 況
２月１日 高架橋上部工事において、工事施工区域に隣接した側道を散水車により清掃したところ、当日の冷え込みから

奈良県 路面が凍結し、スリップした一般車により玉突き事故が発生した。
８：４０ 〔 物損：一般車４台の車体一部損傷 〕
２月１日 情報ＢＯＸ設置工事において、片側交互通行規制の解除をしていたところ、交通整理員の誘導により車線変更

京都府 を行った一般車が前方不注意により規制島にいた規制車と衝突した。
１５：４０ 〔 物損：規制車の前部破損 〕
２月５日 道路舗装工事において、片側交互通行規制を実施していたところ、交通整理員の誘導により町道から交差点を

福井県 横断しようとした一般車が本線車線を走行して来た一般車と接触した。
９：０８ 〔 物損：一般車２台の車体一部損傷 〕
２月５日 道路構造物の巡回業務において、法面上部の浮き石等を点検するため、歩道から地山へ段差約 ｍを登る際1.2

和歌山県 に立木の枝を掴んだところ、枝が折れて体勢を崩して転落した。
１１：３０ 〔 作業員：第３腰椎横突起骨折 全治３０日 〕
２月６日 光ケーブル敷設工事において、ハンドホール内部の確認のため、鉄製ハンドホール蓋を作業員二人で持ち上げ

福井県 ようとしたところ、片方の一人が体勢を崩し、蓋がハンドホール内部に落下して光ケーブルを損傷させた。
１６：３０ 〔 物損：樋門の画像送信用の光ケーブルが損傷 〕
２月６日 共同溝工事において、車線切替えを行っていたところ、仮設中央分離帯に運転操作を誤った一般車が衝突し、

兵庫県 設置してあったガードレール及びクッションドラムと接触した。
２０：４５ 〔 物損：ガードレール２枚、クッションドラム１個損傷 〕
２月７日 道路改良工事において、小型移動式クレーンで油圧ユニットを運搬していたところ、油圧ユニットのキャプタ

京都府 イヤケーブルがクレーンに踏まれるのを阻止しようとした作業員が転倒し、クレーンの履帯に足を踏まれた。
８：４６ 〔 作業員：左足甲骨折、左足甲剥離骨折 全治３０日 〕
２月９日 高架橋上部工事において、作業員が壁高欄型枠の点検作業を行っていたところ、終了間際に作業員が何らかの

兵庫県 理由で足場上に崩れるように倒れた。
１６：５０ 〔 作業員：脳内出血 死亡 〕
２月１１日 兼用道路工事において、工事用信号機により片側交互通行規制を実施していたところ、設置していたガードレ

滋賀県 ールに一般車両によると思われる接触傷が発見された。
１２：００ 〔 物損：ガードレール３枚損傷 〕
２月１２日 道路舗装修繕工事において、片側交互通行規制を実施していたところ、本線から交差点を右折しようとした一

大阪府 般車が運転を誤り、交差点内で支道側の一般車を誘導していた交通整理員に接触した。
２２：５５ 〔 交通整理員：左足太股打撲、右足３ヶ所骨折 〕
２月１３日 残土処分工事において、誘導員が不在中に重機運転手がバックホウを移動させたところ、架空線（特別高圧電

滋賀県 線）に接近し過ぎてアームと架空線の間に電気が走った。
９：２５ 〔 物損：１分間の停電 〕
２月１３日 情報管路設置工事において、バックホウにより掘削作業を行っていたところ、ＮＴＴとの事前立会で掘削箇所

奈良県 には埋設されていないと回答されていた非常電話ケーブルが存在し、バックホウのバケットで切断した。
９：３０ 〔 物損：埋設非常電話ケーブル切断 非常電話２４基が５時間不通 〕
２月１４日 堰堤設備新設工事において、堤防道路を走行して来た一般車が運転を誤り、工事用道路出入口の付近に設置し

和歌山県 ていた仮設トイレと駐車していた工事関係車に接触した。
１２：２５ 〔 物損：仮設トイレ全損、工事関係車の後部損傷 〕
２月１６日 ダム工事において、既設トンネルの湧水による影響が懸念される工区で、対策工を実施中にトンネルからの漏

奈良県 水に混ざりセメントミルクの漏出が発見され、撤去・清掃の為に片側交互通行規制を実施、交通に影響が出た。
１６：４５ 〔通行規制による一般交通へ影響 〕
２月１９日 歩道整備工事における路面の切削・舗装作業で、切削後の路面清掃を行う清掃車が後進したところ、後方に配

滋賀県 置されていた交通整理員と接触した。
９：４５ 〔 交通整理員：顔面部外傷、右肩複雑骨折 死亡 〕
２月１９日 トンネル工事において、１０ｔダンプトラックにて土砂を運搬していたところ、対向車線からセンターライン

兵庫県 を越えてきた一般車と正面衝突した。
９：４５： 〔 物損：工事関係車（１０ｔダンプトラック）の車体一部損傷 〕
２月１９日 堰点検整備業務において、作業終了後に２５ｔラフタークレーンを工事事務所から退出させようとしたとこ

滋賀県 ろ、運転を誤りクレーンのブームが事務所玄関庇に接触した。
１１：４５ 〔 物損：工事事務所玄関庇の一部損傷、看板文字損傷・脱落等 〕
２月２０日 河川工事用道路を敷設していたところ、通行していた他の工事用ダンプトラックのタイヤが敷き鉄板の間で擦

滋賀県 れてパンクし、その影響で砂利石が飛散、近接する民地に駐車中の一般車フロントガラスが破損した。
８：１０

〔 物損：一般車のフロントガラス破損 〕
２月２０日 共同溝工事において、交差点右折レーンから直進走行した一般車が、工事の為設置してあった道路振り分け仮

兵庫県 設中央分離帯のガードレールに衝突した。
２２：１０

〔 物損：ガードレール１枚、クッションドラム１個損傷 〕
２月２１日 情報管路設置工事において、無免許の作業員がバックホウを運転して移動させたところ、バケットが規制外に

大阪府 はみ出し、走行中の一般車に接触した。
０：５８

〔 物損：一般車の車体一部損傷 〕
２月２１日 道路情報設備設置工事において、ボーリング調査を実施していたところ、町管理の上水道管が破損し、民家５

大阪府 戸が約１時間断水した。
１０：５０ 〔 物損：民家５戸が約１時間断水 〕
２月２３日 情報管路設置工事において、片側２車線道路の内、走行車線を規制していたところ、走行して来た自動二輪車

兵庫県 が工事看板・規制車等に衝突した。
１：０８ 〔 物損：工事看板、規制車等損傷 〕
２月２５日 光通信設備設置工事において、片側２車線道路の内、走行車線を規制していたところ、走行車線から追越車線

奈良県 に車線変更しようとした一般車（大型トラック）が運転を誤って操作不能状態になり規制区域内へ進入した。
１３：３５ 〔 物損：規制車、資材運搬車、矢印板等損傷 〕
２月２６日 ＣＣＴＶ設置工事において、片側２車線道路で、走行車線に標識車を停車し、工事警戒標識の撤去作業を行っ

兵庫県 ていたところ、一般車（大型トラック）が居眠り運転により直進して標識車２台に追突した。
５：２７ 〔 物損：標識車２台の車体一部損傷〕
２月２６日 道路維持作業において、路面陥没箇所の補修をするため、約 ㎝深さで舗装版の切断を行ったところ、埋設さ20

和歌山 れていた整備局管理の光ケーブル２本を切断した。
１４：００ 〔 物損：光ケーブル切断 〕
２月２７日 歩道橋塗装工事において、塗装作業の為、吊り足場を設置していたところ、建築限界 ｍを超えて積載した4.5

大阪府 一般車（大型トラック）が足場に接触し、歩道橋の桁が約８０㎝水平に歪んだ。
９：２０ 〔 物損：吊り足場が破損 歩道橋桁に歪み 〕


